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カ
マ
キ
リ

カ
マ
キ
リ

（
蟷
螂
、
鎌
切
）

（
蟷
螂
、
鎌
切
）

　
ギ
リ
シ
ア
語
で
〝
預
言
者
〞
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
神
様
か
ら
の
使
い
と
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
運
ぶ
存
在
で
す
。
古
代
ギ

リ
シ
ア
で
は
、「
良
い
未
来
を
も
た
ら
す

拝
み
虫
」
と
し
て
大
切
な
存
在
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　
「
カ
マ
キ
リ
」
と
は
、も
と
も
と
近
畿
、

山
陽
、
北
陸
、
東
山
、
東
海
な
ど
で
の
呼

び
名
で
、
山
陰
で
は
「
か
ま
か
け
」、
奥

羽
で「
い
ぼ
む
し
」、関
東
で
は「
と
か
げ
」

や「
は
ら
た
ち
」、九
州
で「
お
ん
が
め
」、

筑
前
で
「
か
ま
ぎ
っ
ち
ょ
」
な
ど
と
も
呼

び
ま
す
。

・
令
和
４
年
度　
定
時
総
会
…
２
・
３
頁

・
新
役
員
、
班
長
紹
介
…
…
…
４
・
５
頁

・
高
齢
者
の
転
倒
・
転
落
事
故
…
…
６
頁

・
会
員
の
ひ
ろ
ば
…
…
…
…
…
…
…
７
頁

・
事
務
局
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
８
頁
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
本

日
、
３
年
ぶ
り
に
当
ア
ミ
カ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
草
津
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令
和
４

年
度
定
時
総
会
開
催
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
は
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ
た

り
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま

す
。令

和
元
年
12
月
発
生
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
は
、
第
１
波
か
ら
第
６
波
に
も
及
び
、
日
常
生
活

の
み
な
ら
ず
、
国
内
外
の
経
済
に
大
き
な
影
響
が
あ
り

ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

様
々
な
形
で
そ
の
影
響
を
受
け
、
一
部
会
員
も
感
染
さ

れ
ま
し
た
が
幸
い
大
事
に
は
至
ら
ず
回
復
さ
れ
た
と
の

報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
関
係
各
位
の
大
き
な
御
支
援
と
会
員
な
ら
び

に
役
・
職
員
の
御
努
力
、
御
協
力
に
よ
り
事
業
全
般
に

わ
た
っ
て
大
き
な
業
績
悪
化
は
な
く
推
移
し
て
お
り
ま

す
こ
と
に
ま
ず
も
っ
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
の
セ
ン
タ
ー
運
営
の
見
通
し
は
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
に
も
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
の
変
化
や
、

会
員
の
就
業
環
境
の
変
化
な
ど
に
的
確
に
対
応
し
、「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
下
、
会
員
、
役
・

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
展
開
に
邁
進
い
た
す
所
存

地
域
班
長
の
異
動

地
域
班
長
の
異
動

理
事
長

　立
花

　徹
也

理
事
長

　立
花

　徹
也

定
時
総
会
あ
い
さ
つ

定
時
総
会
あ
い
さ
つ

草
津
市
議
会
議
長

　伊
吹

　達
郎

草
津
市
議
会
議
長

　伊
吹

　達
郎

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

草
津
市
長

　橋
川

　
　渉

草
津
市
長

　橋
川

　
　渉

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
５
月
26
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
草
津
市
立
ア
ミ
カ

ホ
ー
ル
で
、
令
和
４
年
度
公
益
社
団
法
人
草
津
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
・
３
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

行
事
を
縮
小
し
て
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
開
催
し

た
の
で
、
３
年
ぶ
り
の
ホ
ー
ル
で
の
総
会
で
す
。
今
年

度
も
、
来
賓
を
お
呼
び
し
な
い
な
ど
時
間
を
短
縮
し
、

感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
会
員
６
５
４
人
の
う
ち
１

０
１
人
の
出
席
、
委
任
状
に
よ
る
議
決
権
行
使
４
６
１

人
の
計
５
６
２
人
の
参
加
を
得
て
、
総
会
が
成
立
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
20
年
在
籍
会
員
11
人
、
10
年
在
籍
会
員
26

人
の
皆
さ
ん
の
表
彰
を
行
っ
た
後
、
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
３
件
の
報
告
を
行

い
、
ま
た
、
令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
な
ど
の
議
案
を

審
議
の
結
果
、
４
件
す
べ
て
に
つ
い
て
承
認
可
決
し
ま

し
た
。

報
　告

　
◎
報
告
第
１
号　
令
和
３
年
度
収
支
補
正
予
算

　
◎
報
告
第
２
号　
令
和
４
年
度
事
業
計
画

　
◎
報
告
第
３
号　
令
和
４
年
度
収
支
予
算

令
和
四
年
度

 
定
時
総
会
を
開
催

令
和
四
年
度

 
定
時
総
会
を
開
催

議
　案

　
◎
議
案
第
１
号　
令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
◎
議
案
第
２
号　
令
和
３
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
◎
議
案
第
３
号　
定
款
の
一
部
を
改
正
す
る
定
款

　
　
（
案
）
に
つ
い
て

　
◎
議
案
第
４
号　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
議
案
第
３
号
は
、
本
来
、
公
益
社
団
法
人
は
、
剰
余

金
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来
の
特
定
の

事
業
費
や
管
理
費
、
公
益
目
的
事
業
や
活
動
に
用
い
る

資
産
の
取
得
等
の
た
め
に
特
別
に
積
み
立
て
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
資
金
を
積

み
立
て
る
た
め
の
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
特

別
な
目
的
が
あ
る
場
合
に
は
、
積
み
立
て
を
可
能
と
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。

　
議
案
第
４
号
は
、理
事
、監
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
な
役
員
を
選
任
す
る
議
案
で
、
理
事
14
人
、
監
事

２
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
６
年
の
定
時

総
会
ま
で
で
す
。
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令
和
４
年
度
公
益
社
団
法
人

草
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
定
時
総
会
の
開
催
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
市
政
各
般
に
わ
た

り
格
別
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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地
域
班
長
の
異
動

地
域
班
長
の
異
動

理
事
長

　立
花

　徹
也

理
事
長

　立
花

　徹
也

定
時
総
会
あ
い
さ
つ

定
時
総
会
あ
い
さ
つ

草
津
市
議
会
議
長

　伊
吹

　達
郎

草
津
市
議
会
議
長

　伊
吹

　達
郎

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

草
津
市
長

　橋
川

　
　渉

草
津
市
長

　橋
川

　
　渉

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
班
長
の
異
動

地
域
班
長
の
異
動

理
事
長

　立
花

　徹
也

理
事
長

　立
花

　徹
也

定
時
総
会
あ
い
さ
つ

定
時
総
会
あ
い
さ
つ

草
津
市
議
会
議
長

　伊
吹

　達
郎

草
津
市
議
会
議
長

　伊
吹

　達
郎

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

草
津
市
長

　橋
川

　
　渉

草
津
市
長

　橋
川

　
　渉

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

令
和
４
年
度
草
津
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の

御
盛
会
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
は
、
日
頃
か

ら
、
誰
も
が
生
涯
現
役
で
活
躍

で
き
る
多
様
な
機
会
を
提
供
い
た
だ
き
、
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
人
生
１
０
０
年
と
い
わ
れ
る
時
代
に
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
加
え
、
昨
今
の
世
界
情
勢
か
ら
、
心
身
へ

の
影
響
や
社
会
・
経
済
情
勢
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
局
面

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
社
会
に
貢
献

し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会
の

実
現
の
た
め
に
、
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
識
と
経
験

を
発
揮
さ
れ
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
何
事
に
も
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
る
貴
セ
ン
タ
ー
の
存
在
は
、
市
政
の

一
翼
を
担
う
立
場
と
い
た
し
ま
し
て
、
大
変
心
強
い
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
行
政
と
連
携
し

て
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
心
豊
か
に
い
き
い
き
と

御
活
躍
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
健
康
に
留
意
さ
れ
な
が
ら
、
よ
り
一

層
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
草
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々

の
御
発
展
と
、
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
就
業
を
希
望
す

る
高
齢
者
に
対
す
る
就
業
機
会
の
確
保
や
提
供
を
通
じ

て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
創
出
や
社
会
参
加
の
促
進

を
図
ら
れ
、
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
下
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
理
事
長
様
を
は
じ

め
、
役
員
の
方
々
、
会
員
の
皆
様
方
の
御
尽
力
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
る
中
、
昨
年
４
月
に

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
が

改
訂
さ
れ
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
事
業
者

の
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
依
然
と
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
会

員
数
や
契
約
確
保
等
に
大
き
な
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
様
々
な
困
難
と
の
闘
い
が
続
き
ま
す

が
、
体
が
資
本
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
第
一
に
は
御
自

身
の
お
身
体
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

感
染
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
健
幸
都
市
」
を
掲
げ
、

さ
ら
に
暮
ら
し
や
す
く
、
幸
せ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
生
き
生
き
と
働

く
高
齢
者
と
共
に
、
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
市
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
草
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
様
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
本
日
お
集
り
の

皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
な
お
一
層
の

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
た
く
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

私
達
、
理
事
・
監
事
は
、
本
総
会
を
も
っ
て
退
任
し

ま
す
。
こ
の
２
年
間
、
会
員
の
皆
様
に
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
無
事
大
任
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
、

誠
に
あ
り
が
た
く
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
新
し
い
理
事
・
監
事
と
、
メ
ン
バ
ー

を
一
新
し
た
事
務
局
職
員
の
皆
さ
ん
で
、
よ
り
充
実
し

た
セ
ン
タ
ー
運
営
が
行
わ
れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
達
も
一
会
員
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー

の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
御
指
導
御
鞭
撻
を
お
願

い
致
し
ま
し
て
、
御
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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総
会
終
了
後
、
新
た
な
理
事
長
、
副
理
事
長
等
を
選

任
す
る
た
め
に
、
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
互
選
の
結
果
、
理
事
長
に
山
本
康
次
良
さ
ん
、
副

理
事
長
に
寺
田
七
嗣
さ
ん
と
馬
場
祐
市
さ
ん
、
常
務
理

事
（
事
務
局
長
）
に
青
木
敏
髙
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
度
の
定
時
総
会
ま
で
で
す
。

前
列　
右
か
ら
︵
上
の
写
真
︶

　
田
中　
啓
補
（
理　
　
事　
志　
　
津
）

　
阿
部　
榮
一
（
理　
　
事　
草　
　
津
）

　
古
畑　
政
治
（
理　
　
事　
草
津
第
二
）

　
中
川　
康
子
（
理　
　
事　
草
津
第
二
）

　
井
地　
幸
男
（
理　
　
事　
矢　
　
倉
）

　
中
西　
利
夫
（
監　
　
事　
老　
　
上
）

後
列　
右
か
ら

　
原　
　
秀
子
（
監　
　
事　
玉　
　
川
）

　
下
山　
和
幸
（
理　
　
事　
玉　
　
川
）

　
和
唐
ま
き
子
（
理　
　
事　
志　
　
津
）

　
青
木　
敏
髙
（
常
務
理
事
・
事
務
局
長
）

　
馬
場　
祐
市
（
副
理
事
長　
山　
　
田
）

　
山
本
康
次
良
（
理
事
長　
笠
縫
東
）

　
山
本　
芳
昭
（
理　
　
事　
笠　
　
縫
）

　
稲
葉　
照
子
（
理　
　
事　
笠　
　
縫
）

　
寺
田　
七
嗣
（
副
理
事
長　
常　
　
盤
）

　
山
根
み
ち
子
（
理　
　
事　
老　
　
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

新
地
域
班
長
さ
ん
︵
次
頁
の
写
真
︶

　
後
列　
右
か
ら　
　
　
　
　
前
列　
右
か
ら

村
井　
　
忠（
草　
　
津
）　
西
田　
　
斌（
志　
　
津
）

小
國　
健
二（
老　
　
上
）　
中
島　
成
男（
山　
　
田
）

西
田　
　
守（
笠
縫
東
）　
吉
田　
昭
夫（
草
津
第
二
）

髙
松　
伸
司（
矢　
　
倉
）　
三
上　
歓
二（
笠　
　
縫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
﨑　
　
晃（
玉　
　
川
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下　
久
夫（
常　
　
盤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

令
和
４・５
年
度
の
役
員・班
長
を

紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）

令
和
４・５
年
度
の
役
員・班
長
を

紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）

令
和
４
年
５
月
26
日
の
総
会

後
の
理
事
会
で
、
理
事
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
山
本
康
次
良
で

す
。さ

て
、
こ
こ
数
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
で
、
社
会
全
体
が
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
も
、受
注
の
減
少
な
ど
、

少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
ん
な
中
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
感

染
防
止
や
健
康
管
理
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
就
労
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
、
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
３
年
４
月
に「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」

の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、
定
年
を
70
歳
に
延
長
す
る
な

ど
の「
就
業
確
保
措
置
」が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、「
臨
・
短
・
軽
」
の
就
業
を
希
望
さ

れ
る
高
齢
者
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
方
々
の
就
業
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
地
域
に
必
要
・
不
可
欠
で
す
。

引
き
続
き
、
時
代
に
即
し
た
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、

公
益
社
団
法
人
草
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
よ

り
一
層
発
展
す
る
よ
う
、
事
務
局
と
も
ど
も
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
御
指
導
、
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
　山
本
　康
次
良

理
事
長
　山
本
　康
次
良

新
理
事
長
あ
い
さ
つ

新
理
事
長
あ
い
さ
つ



❺

　
次
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
熟
語
を
作
っ
て
下
さ
い
。

第
１
問　
差
＋
刀
＋
七
＋
石

第
２
問　
亡
＋
メ
＋
月
＋
王
＋
布

第
３
問　
東
＋
式
＋
糸
＋
言

第
４
問　
木
＋
言
＋
且
＋
周

第
５
問　
ネ
＋
月
＋
月
＋
木
＋
申

第80号ふれあい令和４年８月
　
役
員
と
地
域
班
長
に
植
木
、
除
草
班
長
の
皆
さ
ん
で

委
員
会
を
作
り
、、
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
課
題
を
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
各
担
当
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

委
員
長
◎　
副
委
員
長
○)

安
全
就
業
適
正
委
員
会

　
◎
寺
田　
七
嗣（
常　
盤
）　
小
國　
健
二（
老　
上
）

　
○
村
井　
　
忠（
草　
津
）　
山
田　
富
雄（
植　
木
）

　
　
田
中　
啓
補（
志　
津
）　
吉
川　
敬
二（
除　
草
）

 

各
委
員
会
の
担
当
委
員

広
報
編
集
委
員
会

　
◎
阿
部　
榮
一（
草　
津
）　
和
唐
ま
き
子（
志　
津
）

　
○
稲
葉　
照
子（
笠　
縫
）　
三
上　
歓
二（
笠　
縫
）

就
業
開
拓
委
員
会

　
◎
井
地　
幸
男（
矢　
倉
）　
小
﨑　
　
晃（
玉　
川
）

　
○
吉
田　
昭
夫（
草
津
第
二
）　
中
島　
成
男（
山　
田
）

　
　
山
本　
芳
昭（
笠　
縫
）

会
員
拡
大
委
員
会

　
◎
古
畑　
政
治（
草
津
第
二
）　
山
根
み
ち
子（
老　
上
）

　
○
中
川　
康
子（
草
津
第
二
）　
西
田　
　
守（
笠
縫
東
）

事
業
運
営
委
員
会

　
◎
馬
場　
祐
市（
山　
田
）　
西
田　
　
斌（
志　
津
）

　
○
髙
松　
伸
司（
矢　
倉
）　
木
下　
久
夫（
常　
盤
）

　
　
下
山　
和
幸（
玉　
川
）

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

ト
レ
タ
イ
ム

　
□
に
共
通
し
て
入
る
ひ
ら
が
な
は
何
で
し
ょ
う
か
？

第
１
問　
か
□
で
□
ち　
　
第
２
問　
□
し
ゅ
□
ろ

第
３
問　
□
か
□
お
り　
　
第
４
問　
あ
□
り
ょ
□

第
５
問　
か
□
す
□　
　
　
第
６
問　
□
ず
の
□
ば

第
７
問　
□
ち
や
□
そ
□　
第
８
問　
あ
□
ぜ
□
ぴ
□

３
．
カ
ー
ド
置
き
換
え
ク
イ
ズ

２
．
熟
語
ク
イ
ズ

４
．
こ
れ
何
？
ク
イ
ズ

１
．
ひ
ら
が
な
穴
埋
め
ク
イ
ズ

　

こ
こ
に
並
ん

で
い
る
３
枚
の

カ
ー
ド
を
置
き

換
え
て
９7
で
割

れ
る
３
桁
の
数

を
作
っ
て
下
さ

い
。

　

金
魚
、

ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
、

ア
ク
リ
ル

宝
石
な
ど

を
す
く
い

ま
す
。

7 6 6

クイズの答えは６，７ページに

これ何？
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■階段・廊下・玄関
・階段を踏み外し転倒
・暗闇で足元がよく見
　えず転倒
・スリッパを履いて滑って転倒
・玄関で靴を脱ぐ際に転倒

●階段は一段一段慎重に上り
　下り
●手すりの使用も検討を
●廊下に常夜灯を設置する
●滑りやすいスリッパは使用
　しない

■浴室
・濡れた床で滑る
・浴槽に出入り時、足がもつれる
・洗面所から浴室に入る時の段差
　で転倒

●手すりや踏み台を使用する
●石けんやシャンプーの使用
　後はぬめりなど残らないよ
　うに床を良く流し乾かして
　おく

■庭
・庭の手入れなどの作業時、梯子、
　脚立から転落

●一人での作業は避け、複数での作業を
●作業する前に周囲に声がけを
●周囲の人は時々作業者の確認をする

■台所
・キッチンマットにつまずく
・吊り棚の荷物を取るとき踏み台から転落

●引っかかりやすいキッチンマットは使用しない
●よく使う物は手の届きやすい場所に置く

■リビング・寝室
・こたつのコードにつまずく
・部屋と廊下の段差につまずく
・布団、カーペットにつまずく
・ベッドから転落

●コードの配線は歩く動線を
　避ける
●段差にスロープを使用する
●引っかかりやすいカーペット
　やこたつ布団は使用しない
●ベッドガードの使用も検討を

Point

Point

Point

Point

Point

高齢者の転倒・転落事故、こんなところで起きています！

令和４年３月に、県内のシルバー人材センターで転落・死亡事故がありました。剪定
中に脚立から落下し、下敷きになった方が亡くなったそうです。せっかく就業しても、
けがをしたり事故を起こしたりしてしまえば、何にもなりません。事故の多くは些細な
油断が原因です。慣れた作業でも手順をしっかりと守り、事故を未然に防ぐことが大切
です。

仕事だけでなく、日常生活の中にも転倒や転落の危険がいっぱいです。転倒事故の約半数が住み
慣れた自宅で発生しています。転倒予防のために、危険となる箇所を減らしたり、転倒しても大ケ
ガに至らない工夫をしたりしましょう。

外出時も、お店の入り口の段差や駐車場の車止め、歩道や側溝の段差などに気をつけましょう。
雨の日は、濡れた床やマンホールが滑りやすくなっています。注意して歩きましょう。

「高齢者の転倒・転落事故、こんなところで起きています！」（消費者庁 )
(https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/caution/caution_009/pdf/caution_009_180912_0003.pdf) をもとに作成

今日も１日　ご安全に！今日も１日　ご安全に！

１.穴埋め　第1問-ん　第2問-ま　第3問-な　第4問-く
　　　　　第5問-い　第6問-み　第7問-く　第8問-ん

2.熟語　第1問-切磋　第2問-希望　第3問-試練
　　　　第4問-調査　第5問-神棚
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絡
す
る
。
蛍
光
灯
器
具
、
ポ
ッ
ト
、
レ
ン
ジ
、
傘
な
ど

は
、
集
積
場
へ
運
ぶ
。
湖
岸
清
掃
と
言
え
ば
、
こ
の
繰

り
返
し
で
あ
る
が
、
ト
イ
レ
も
、
時
期
に
よ
っ
て
は
汚

れ
と
紙
の
使
い
方
で
、
目
を
疑
い
た
く
な
る
あ
り
さ
ま

で
、
正
に
ご
み
を
捨
て
る
側
と
始
末
す
る
側
の
い
た
ち

ご
っ
こ
で
あ
る
。

長
年
に
わ
た
り
湖
岸
清
掃
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
四

季
を
通
じ
て
、
特
に
春
の
衣
替
え
、
年
度
替
わ
り
の
転

勤
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ゴ
ミ
等
々
…
。
津
田
江
は
湖
岸
の

石
垣
か
ら
緑
地
帯
の
段
差
が
低
い
た
め
、
比
叡
、
比
良

連
峰
の
吹
き
嵐
で
、
湖
面
の
ゴ
ミ
が
緑
地
帯
の
中
へ
ゴ

ロ
ゴ
ロ
吹
き
上
が
っ
て
く
る
。
更
に
車
の
出
入
り
が
し

や
す
い
た
め
、
不
法
投
棄
も
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

俳

　
　句

俳

　
　句

川

　
　柳

川

　
　柳

俳

　
　句

俳

　
　句

川

　
　柳

川

　
　柳

蝉
し
ぐ
れ

水
面(

み
ず
め
ん)
に

　
　
　過
ぎ
ゆ
く
春
の

　
　
　
　
　
　詩
流(
う
た
な
が)

し

ピ
カ
ピ
カ
の

　
　
　
　自
転
車
漕
ぎ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　風
光
る

蝉
し
ぐ
れ

な
ん
の
た
め

　
　
　立
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　座
っ
て
考
え
る

コ
ー
ヒ
ー
の

　
　
　香
り
で
消
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　わ
だ
か
ま
り

滋
賀
と
言
え
ば
誇
れ
る
美
し
い
琵
琶
湖
が
あ
る
。
こ

の
琵
琶
湖
、
一
周
ま
わ
れ
ば
１
７
０
キ
ロ
あ
ま
り
。
車

で
ま
わ
る
の
と
自
転
車
で
ま
わ
る
の
と
で
は
、
見
る
風

景
、
眺
め
る
景
色
が
違
い
感
動
を
得
る
。
若
い
頃
、
長

男
が
中
三
と
高
一
の
時
に
、自
転
車
で
3
回
一
周
し
た
。

齢
老
い
て
か
ら
は
、
妻
と
四
季
通
じ
て
散
策
し
な
が
ら

琵
琶
湖
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
。
こ
の
琵
琶
湖
の
湖
周
道
路

を
自
転
車
や
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
眺
め
は
素
晴
ら
し

い
、
美
し
い
が
、
い
ざ
湖
岸
の
緑
地
帯
に
入
っ
て
し
ま

う
と
、
想
像
も
つ
か
な
い
ゴ
ミ
と
不
法
投
棄
の
散
乱
、

何
と
い
う
あ
り
さ
ま
か
と
驚
く
限
り
で
あ
る
。

こ
の
清
掃
に
、
年
中
、
毎
週
月
、
金
曜
の
早
朝
に
、

冬
は
北
風
の
冷
た
い
日
、
雨
の
日
、
夏
は
作
業
を
終
え

る
頃
の
９
時
半
頃
に
は
汗
だ
く
に
な
り
、
大
き
な
ナ

イ
ロ
ン
袋
を
３
、４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
て
集
積
場
へ

持
っ
て
行
く
。
集
積
場
で
は
、
か
ん
、
び
ん
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
な
ど
の
仕
訳
作
業
を
す
る
。

不
法
投
棄
の
タ
イ
ヤ
、
便
器
、
大
型
の
棚
な
ど
は
、

そ
の
場
で
写
真
に
残
し
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
連

湖
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
と
不
法
投
棄
で

 

イ
タ
チ
ご
っ
こ

湖
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
と
不
法
投
棄
で

 

イ
タ
チ
ご
っ
こ
常
盤
地
域

　杉
江 

昭
弘

常
盤
地
域

　杉
江 

昭
弘

常
盤
地
域
班　
野　
澤　
緋　
美

草
津
第
二
地
域
班　
兒　
島　
清　
美

順
不
同

会

員

ひ

ろ

ば

の

会

員

ひ

ろ

ば

の

　
人
生
に
は
笑
い
が
必
要
で
す
。
川
柳
に

は
思
わ
ず
大
笑
い
し
た
り
、
ほ
っ
と
し
た

り
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
五
・
七
・
五
と

い
う
17
文
字
の
制
約
の
中
で
、
い
か
に
共
感

を
呼
ぶ
表
現
を
す
る
か
は
頭
の
体
操
に
も

な
り
ま
す
。
物
忘
れ
や
認
知
症
予
防
に
も

な
る
、
我
々
シ
ル
バ
ー
世
代
に
ふ
さ
わ
し

い
趣
味
の
一
つ
で
す
。

川
柳
同
好
会
が

　
　発
足
し
ま
し
た

川
柳
同
好
会
が

川
柳
同
好
会
が

　
　発
足
し
ま
し
た

　
　発
足
し
ま
し
た

川
柳
同
好
会
が

　
　発
足
し
ま
し
た

活
動
日
　
毎
月
　
第
３
木
曜
日
13
時
30
分
〜

参
加
費
　
１
回
　
３
０
０
円

申
し
込
み
　
セ
ン
タ
ー
に
申
込
用
紙
が
あ
る

　
　
　
　
　
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

世
話
人
　
斉
藤
剛
、
立
花
徹
也

3.カード置き換え　　679（6のカードを1枚ひっくり返します）4.これ何？　答え：ポイ　金魚をポイポイとすくう動作に由来する説と、    
　　　　　　破れたらポイッと捨てることに由来する説がある



❽

　
会
員
の
皆
様
の
お
友
達
、
ご
近
所
、
お
知
り
合
い
の

方
に
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
い
た
だ
け

る
よ
う
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

●
入
会
資
格
は

　
①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

　
②
概
ね
60
歳
以
上
の
方

　
③
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

●
入
会
説
明
会
は

　
①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
・
毎
月
第
３
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
・
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
②
草
津
市
立
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
フ
ェ
リ
エ
南
草
津
）

　
　
・
毎
月
第
１
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
・
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
問
い
合
わ
せ
は

　
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎
５
６
８
ー
８
８
８
１
）

令
和
４
年　
８
月
分　
　
９
月
20
日(

火)

　
　
　
　
　
９
月
分　
　
10
月
20
日(

木)

　
　
　
　
　
10
月
分　
　
11
月
21
日(

月)

　
　
　
　
　
11
月
分　
　
12
月
20
日(

火)

　
　
　
　
　
12
月
分　
　
１
月
23
日(

月)

令
和
５
年　
１
月
分　
　
２
月
20
日(

月)

　
　
　
　
　
２
月
分　
　
３
月
20
日(

月)

　
　
　
　
　
３
月
分　
　
４
月
20
日(

木)

第80号ふれあい令和４年８月

　会
員
募
集
の
お
願
い

事
務
局
だ
よ
り

　請
負
業
務

　配
分
金
支
払
日

　
今
年
は
梅
雨
明
け
が
全
国
的
に
早
く
、
ジ
メ
ジ
メ
し

た
梅
雨
の
期
間
が
短
く
、
猛
暑
が
長
引
く
気
配
に
反
し

て
、
そ
の
後
は
梅
雨
戻
り
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
「
記
録

的
短
時
間
大
雨
情
報
」
が
発
令
し
、
集
中
豪
雨
災
害
が

各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
り
、

世
界
情
勢
が
不
安
定
と
な
り
、
物
価
高
、
円
安
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
再
拡
大
な
ど
で
先
行
き
が
不
安
な
今
日
こ

の
頃
で
す
ね
。

　
そ
の
様
な
中
、
お
盆
も
過
ぎ
会
員
の
皆
さ
ま
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　
三
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
、
マ
ス
ク
を

装
着
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
て
、
自
分
は
も
ち
ろ

ん
、
他
人
へ
の
感
染
拡
大
に
も
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
今
回
、
新
た
な
役
員
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
運
営
が
始
ま

り
、
編
集
員
も
同
様
に
、
会
員
の
皆
様
が
、
読
ん
で
楽

し
い
「
ふ
れ
あ
い
」
誌
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
行
き
ま
す

の
で
、
共
助
・
御
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
編
集
委
員
一
同

編

　集

　後

　記

編

　集

　後

　記

こ
の
４
月
に
事
務
局
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
経
験
と
能
力
を
活
か
し
て
、

さ
ら
に
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
御
指
導
と
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
４
月
か
ら
本
セ
ン

タ
ー
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
足
手
ま
と
い

に
な
ら
な
い
よ
う
に
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。至

ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
が

安
心
・
安
全
に
就
業
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
御
指
導
御
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
年
３
月
末
を
も
っ
て
定

年
退
職
い
た
し
ま
し
た
が
、

縁
あ
っ
て
７
月
よ
り
再
度
入

職
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
御

縁
と
会
員
の
皆
様
の
お
声
を

大
切
に
、
誠
心
誠
意
業
務
に

尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　新
入
職
員
の
紹
介

　派
遣
業
務

　給
与
支
払
日

荻お
ぎ
の野

　直な
お
と人

津つ

だ田

　修し
ゅ
う
と人

奥お
く
む
ら村

　紀と
し
き樹

青あ
お
き木

　敏と
し
た
か髙

令
和
４
年　
８
月
分　
　
９
月
20
日(

火)

　
　
　
　
　
９
月
分　
　
10
月
20
日(

木)

　
　
　
　
　
10
月
分　
　
11
月
18
日(

金)

　
　
　
　
　
11
月
分　
　
12
月
20
日(

火)

　
　
　
　
　
12
月
分　
　
１
月
20
日(

金)

令
和
５
年　
１
月
分　
　
２
月
20
日(

月)

　
　
　
　
　
２
月
分　
　
３
月
20
日(

月)

　
　
　
　
　
３
月
分　
　
４
月
20
日(

木)


